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～書店における配架形態の規則性とレイアウトの特性～
1. 研究目的とその背景
前回までの授業とその課題の中で、私は「ある場所がそこに滞在する人間に与える影響及びその場所における人間の行動」に焦点を絞りレビューを行った。「ある場所」とは日常的に多くの人間が滞在する場所の中から、自身の興味を持った「駅」「大型商業施設」「大型書店」「飲食店」の4箇所を選んだ。この中でも書店に関する調査事例が特に少ないことから、調査テーマを「大型書店」とし、大型書店の配架形態の規則性、各分野（文学、コミック、専門書など）の書架の配置の特性を明らかにすることを目的とする。
2. 研究の位置づけ
既存の論文では書店における客の「滞在書架」と「探索行動特性」を明らかにすることを研究目的としている。そこで、今回私はさらに踏み込んだ内容である、配架形態の規則性と文学、コミック、専門書など各分野の書架の配置の特性を明らかにするという位置づけである。
3. 調査目的と調査方法
調査方法は、京都市内の形態の異なる大型書店「Ａ店」「Ｂ店」「Ｊ店」を対象とし、それぞれの客層の把握と店舗のレイアウト状況を把握するため現地にて店舗調査を行う。この3店舗のうちＡ店およびＪ店に関しては既存の調査結果が残っているので、その結果を踏まえつつ再度調査を行うこととする。その結果と文献調査の結果から各店舗の傾向を導く。
4. 分析手法
分析手法としては単純集計をおこない、必要があれば他の分析方法も用いる。

5. 仮説

仮説としては、大型書店の配架形態の特性として、各店舗の立地条件における客層を前提とした配架形態がとられると考えている。つまり、Ａ店であれば10代、Ｂ店であれば20～30代、Ｊ店であれば40代以上の客層がもっともよく利用するであろうジャンルの書架がエレベーターないしエスカレータ付近などの通用口に設置され、利用客の目に留まりやすいように設計されているのではないかと推測している。






